
 

令和６年度 事業報告 

 

第１ 事業の概要 

 令和６年度の事業運営に当たっては、農業経営の安定を図るため、行政や関係機関

等の協力を得て、「収入保険制度」と「農業共済制度」の二つの農業保険制度につい

て周知を図るとともに、ＮＯＳＡＩ役職員の総力を挙げて両制度の普及推進に取り組

んだ。併せて、各事業の引受・損害評価の適正実施、効果的な損害防止事業の実施な

どに努めた。 

 その結果、農業共済事業の引受は、高齢化等による経営規模の縮小や廃業・収入保

険事業への移行等の影響で減少し、全事業の総共済金額は 9,547億 6,780万円余で前

年度対比 97.0％となった。一方、収入保険事業の引受は、組合目標 2,000経営体達成

に向け、全職員を挙げて戸別訪問を中心に加入推進に取り組んだが、1,886 経営体の

加入に留まった。 

 農業共済事業の被害関係は、７月の雹害や２月の大雪により、一部地域において、

園芸施設への被害、また、水稲では、主に東毛地域でカメムシによる被害が発生した。

全事業の支払共済金総額は 10 億 551 万円余で前年度対比 99.2％となった。一方、収

入保険の支払いは、令和５年加入において、猛暑の影響による収入減少等により、444

経営体に対し、約 11億 3,745万円、一経営体当たり 256万円の保険金が支払われた。 

損害防止事業については、加入者へ要望調査等を実施してニーズの把握に努め、損

害の未然防止に努めた。 

業務収支については、事業運営に必要な経費である国庫事務費負担金が 4 億 7,784

万円余と前年より約 414 万円余の増額となり、収入計では 17 億 9,135 万円余となっ

た。また、支出においては、業務の効率的運営に努めた。 

事業収支については、家畜共済勘定・家畜診療所勘定に不足金が生じたが、園芸施

設共済勘定・任意共済勘定では剰余金が生じた。 

 

 



（１）農作物共済関係

（引受）

人 ａ ｋｇ 円 円 円 円

△：納入保険料

第２ 引受・損害評価の実績

項目
組合員数 引受面積 引受収量 共済金額

交付金又は
納入保険料

（Ｂ）
徴収共済掛金 手持共済掛金

区分 （Ａ） (A)±(B)

水
稲

半相殺方式 8,310 620,811.6 23,902,437 3,993,545,185

小計 8,723 731,459.2 25,625,970

5,506,096 814,186 6,320,282

全相殺方式 178 43,237.6 1,723,533 277,327,072 494,160 188,421 682,581

品質方式 235 67,410.0 - 420,965,885 1,603,820 △ 292,837 1,310,983

4,691,838,142 7,604,076 709,770 8,313,846

陸稲 0 0.0 0 0 0 0 0

麦

令和６年産

半相殺方式 146 124,538.8 3,672,836 329,050,673 905,062 662,681 1,567,743

全相殺方式 16 5,623.2 212,961 23,350,345 182,554 28,964 211,518

災害収入共済方式 244 216,117.8 - 1,264,737,704 14,984,638 △ 3,706,086 11,278,552

小計 406 346,279.8 3,885,797 1,617,138,722 16,072,254 △ 3,014,441 13,057,813

令和７年産

半相殺方式 119 85,860.0 2,496,675 198,908,039 590,461 544,413 1,134,874

全相殺方式 34 35,464.5 1,366,498 161,905,454 675,236 610,047 1,285,283

11,491,119 5,991,832 17,482,951

災害収入共済方式 248 224,048.8 - 1,253,325,217 10,225,422

※農作物共済麦の令和７年産については、決算時の引受内容を記入。

4,837,372 15,062,794

小計 401 345,373.3 3,863,173 1,614,138,710



○水稲 ・前年対比    引受組合員数：92.0％・引受面積：93.4％
・引受概況

○麦 ・前年対比
・引受概況

（被害）

人 ｋｇ 円 ％

   令和６年産の引受組合員数は8,723人で、前年より760人の減少、引受面積は7,315hａで前年より515hａの減少となった。

   引受組合員数：93.1％・引受面積：95.5％
   令和６年産の引受実組合員数は406人で、前年より30人の減少、引受面積は3,463haで前年より165ｈａの減少となった。

項目
被害組合員数 共済減収量 共済金

共済金
共済金額

区分

水
稲

半相殺方式 112 73,608 12,517,101 0.3

全相殺方式 57 65,115 9,742,686 3.5

品質方式 93 303,639 28,497,470 6.8

小計 262 442,362 50,757,257 1.1

陸稲 0 0 0 0.0

麦

半相殺方式 16 13,098 1,056,919 0.3

全相殺方式 6 6,938 763,299 3.3

災害収入共済方式 106 517,228 36,123,295 2.9

小計 128 537,264 37,943,513 2.3

   要因としては、小規模作付農家の未加入や農家の高齢化等による作付中止、また収入保険移行により引受組合員数、引受面積と
もに減少となった。
   引受方式別では、組合員数割合で半相殺方式が全体の95.3％、全相殺方式が2.0％、品質方式が2.7％となった。近年の気象災害
による品質低下被害を受け、加入要件を満たす農家等に対し水稲品質方式への移行を推進した。また、青色申告を行っている農家
等に対しては収入保険制度を含めた効果的な推進を行った。

   要因としては、農家の高齢化等による作付中止、また収入保険移行により引受組合員数、引受面積ともに減少となった。
   引受方式別では、組合員数割合で半相殺方式が全体の36.0％、全相殺方式が3.9％、災害収入共済方式が60.1％となった。収穫
期の気象災害による品質低下被害の発生が多いことから、加入要件を満たす農家等に対し災害収入共済方式への移行を推進した。
また、青色申告を行っている農家等に対しては収入保険制度を含めた効果的な推進を行った。



○水稲 ・被害概況

○麦 ・被害概況

（支払）

令和 年 月 日 円 円 円 円 円 円 ％

（損害防止）

　出穂期の７月、８月が高温で推移した影響で、県下全域で白未熟粒や胴割粒等が発生し、減収及び品質低下となる被害が発生し
たほか、登熟期の９月のまとまった降雨により倒伏が発生した。また、斑点米カメムシ類がやや多く、東毛の一部地域ではイネカメムシ
による被害粒が多かった。病害については、紋枯病、内穎褐変病の発生が多く、平坦地域で、もみ枯細菌病がやや多かった。
　なお、群馬県公表の「令和６年産水稲の作況調査結果と当面の技術対策」（令和６年10月15日現在）によると、県内の作柄は「並」と
なった。

　３月下旬から降水量が多く、畑麦を中心に倒伏するほ場が散見され、倒伏程度の大きいほ場では刈り取りを断念した。収穫期には
高温が続いたことから急速に成熟が進み、収穫時の水分が低い傾向で、刈り遅れによる退色等の品質低下が発生した。
　小麦では、出穂期以降の高温とまとまった降雨により、赤かび病が県域全体で平年より多く発生した。
　なお、群馬県公表の「令和６年産小麦の作況と麦類の当面の技術対策」（令和６年６月20日現在）によると、県内の平均作柄は「並」
となった。

項目
支払月日 実支払共済金

共済金支払財源
実支払共済金

共済金保険金
手持掛金
充当額

法定積立金
充当額

特別積立金
充当額

その他
区分

水稲
6.12.25～
　　　7.5.1

50,757,257 13,319,124 8,313,846 29,124,287 0 0 100.0

陸稲 - 0 0 0 0 0 0 0.0

麦
6.9.19～

　　6.12.25
37,943,513 0 13,057,813 24,885,700 0 0 100.0

　水稲・麦の病害虫防除等の損害防止事業に10,129,013円を使用し、各支所において関係機関と連携し、防除薬剤等を加入者に配布した。
また、中央支所においては、水稲種もみ温湯消毒機の貸し出しを行い、水稲種もみの温湯消毒を行った。



（２）家畜共済関係

（引受）
○死亡廃用共済

頭 頭 頭 ％ 千円 円 円 円

・前年対比 　頭数　99.9％　　共済金額　90.8％
・引受概況

○疾病傷害共済

頭 頭 頭 ％ 千円 円 円 円

・前年対比 　頭数　97.6％　　共済金額　100.9％
・引受概況

項目
有資格頭数 事業計画頭数 引受頭数

引受頭数
事業計画頭数

共済金額
交付金又は
納入保険料

（Ｂ）
徴収共済掛金 手持共済掛金

区分 （Ａ） (A)±(B)

搾乳牛

31,870

24,821 22,844 92.0 3,998,969 85,453,602 85,409,403 170,863,005

育成乳牛
9,813

8,818
89.9 1,401,041 7,092,365 7,078,292 14,170,657

子牛等 547

繁殖雌牛

56,400

4,089 3,433 84.0 939,317 3,194,192 3,187,481 6,381,673

育成肥育牛
22,846

22,733
99.5 4,591,358 25,773,378 25,724,633 51,498,011

子牛等 2,206

種豚 52,850 9,809 6,994 71.3 471,647 241,255 154,366 395,621

合計 141,120 71,378 64,822 90.8 11,402,332 121,754,792 121,554,175 243,308,967

　搾乳牛・育成乳牛・繁殖雌牛は頭数・共済金額ともに前年度を下回った。育成肥育牛については頭数は増加したが評価額が低下したことによ
り共済金額が減少した。種豚については、頭数・共済金額ともに増加した。

項目
有資格頭数 事業計画頭数 引受頭数

引受頭数
事業計画頭数

共済金額
交付金又は
納入保険料

（Ｂ）
徴収共済掛金 手持共済掛金

区分 （Ａ） (A)±(B)

乳用牛
31,870 22,859

21,160
92.6 601,047 101,060,920 101,055,231 202,116,151

子牛等 311

肉用牛
56,400 7,395

6,956
94.1 108,874 18,142,989 18,141,915 36,284,904

子牛等 672

種豚 52,850 1,832 441 24.1 280 20,639 13,755 34,394

合計 141,120 32,086 28,557 89.0 710,201 119,224,548 119,210,901 238,435,449

　乳用牛は頭数で減少したが共済金額では前年度を上回った。肉用牛は共済金額は下回ったが頭数については増加した。また種豚は共済金
額は前年と同額であったが頭数は増加となった。



○特定包括肉豚共済

頭 頭 頭 ％ 千円 円 円 円

・前年対比 　頭数　114.1％　　共済金額　203.1％
・引受概況

（事故）
○死亡廃用共済

頭 頭 頭 円

・事故概況

○疾病傷害共済

件 円

・事故概況

項目
有資格頭数 事業計画頭数 引受頭数

引受頭数
事業計画頭数

共済金額
交付金又は
納入保険料

（Ｂ）
徴収共済掛金 手持共済掛金

区分 （Ａ） (A)±(B)

特定包括肉豚 558,000 79,532 49,445 62.2 629,682 278,037 177,893 455,930

　新規引受により、引受頭数・共済金額ともに増加した。

項目
死亡頭数 廃用頭数 総頭数 支払共済金

区分

搾乳牛 961 275 1,236 168,070,512
育成乳牛 367 7

12,186,560374
子牛等 294 0

繁殖雌牛 26 7 33 7,785,502
育成肥育牛 813 11

33,059,887
子牛等 699 0

824

種豚 0 0 0 0
合計 2,167 300 2,467 221,102,461

　全体的に、頭数は減少傾向で、対前年度比86.6％であった。支払共済金については繁殖用雌牛・種豚を除き減少し、対前年度比85.1％で
あった。

項目
件数 支払共済金

区分

乳用牛 17,484
220,303,519

子牛等 998
肉用牛 3,898

46,391,761
子牛等 2,368

種豚 5 76,347
合計 21,387 266,771,627

　肉用牛・種豚については増加したが、乳用牛については減少した。全体では減少しており、対前年度比で頭数98.9％、支払共済金93.2％で
あった。



○特定包括肉豚共済

頭 円

・事故概況

（損害防止）

頭 円

（診療所）

人 件 件 件 頭 円 頭

8 牛

2 豚

項目
死亡頭数 支払共済金

区分

特定包括肉豚 836 10,700,800

　豚舎で火災事故が発生したことにより支払い対象となった。

実施種目 対象頭数又は回数 経費概算 摘要

特定損害防止 864 2,060,490 牛

一
般
損
害
防
止

予防衛生措置 128,365 6,218,388 牛・豚

講習会、講話会

2,060,490
929

- -

・特定損害防止事業（国補助事業）については、診療所において周産期疾患を中心に、乳房炎、運動器病、繁殖障害を対象に実施した。
・一般損害防止事業については、予防衛生措置のための薬剤等を配布した。

診療所名 職員数
診療件数

防疫業務 摘要
共済事故 事故外 特損 経費概算

雑収入
損害防止事業

事務職 591

・診療件数の内、事故外は未加入畜の診療であり、雑収入には人工授精・受精卵移植等が含まれる。
・診療件数は若干増えたが、事故外診療件数、および雑収入は若干減少した。

家畜診療所
獣医師

4,004 784 895 864

　廃業により農家戸数が減少する中で、新規の診療対象農家が増えたことにより全体の診療件数は前年度と変わりない。
・防疫業務について牛はアカバネ病、５種混合予防注射であり、豚で豚熱（CSF)予防注射である。



（３）果樹共済関係

（引受）

人 ａ ｋｇ 円 円 円 円

○りんご ・前年対比 △：納入保険料

・引受概況 未継続２戸及び新規加入２戸のため、前年産と同値である。
○なし ・前年対比 引受組合員数：100.0％・引受面積：97.0％

・引受概況 全戸継続のため、前年産と同値である。
（被害）

人 ｋｇ 円 ％

○りんご ・被害概況 ・５月10日の降霜により、サビ果が発生し減収した。
・７月上旬からカメムシが多発したことにより、果実が吸汁される被害が発生し減収した。
・８月上旬からの高温多雨により、炭疽病及び輪紋病が発生し減収した。

○なし ・被害概況 ・７月上旬からの高温かつ降雨不足により、水浸状果肉障害及びコルク状果肉障害が発生し減収した。

引受組合員数：100.0％・引受面積：100.7％

区分

6.6

0.0

年
産

項目
組合員数 引受面積 標準収穫量 共済金額

交付金又は
納入保険料

（Ｂ）
徴収共済掛金 手持共済掛金

区分 （Ａ） (A)±(B)

令
和
６
年
産

り
ん
ご

半相殺方式 23 1,031.6 249,904 88,530,000 1,394,403 380,204 1,774,607

全相殺方式 0 0.0 0 0 0 0 0

小計 23 1,031.6 249,904 88,530,000 1,394,403 380,204 1,774,607

ぶどう 0 0.0 0 0 0 0 0

な
し

半相殺方式 12 430.6 109,806 38,230,000

小計 12 430.6 109,806

650,776 △ 179,862 470,914

全相殺方式 0 0.0 0 0 0 0

38,230,000 650,776

35 1,462.2 359,710 126,760,000 2,045,179

0

△ 179,862 470,914

200,342 2,245,521

項目
被害組合員数 共済減収量 共済金

共済金
共済金額

合計

り
ん
ご

半相殺方式 7 35,935 5,869,400

全相殺方式 0 0 0

小計 7 35,935 5,869,400 6.6

ぶどう 0 0 0 0.0

な
し

半相殺方式 3 2,709 570,400 1.5

全相殺方式 0 0 0 0.0

小計 3 2,709 570,400 1.5

合計 10 38,644 6,439,800 5.1



（支払）

令和 年 月 日 円 円 円 円 円 円 ％

（損害防止）

（参考：引受）

人 ａ ｋｇ 円 円 円 円

△：納入保険料

項目
支払月日 実支払共済金

共済金支払財源
実支払共済金

共済金保険金
手持掛金
充当額

法定積立金
充当額

特別積立金
充当額

その他
区分

り
ん
ご

半相殺方式 7.2.17 5,869,400 - - - - - 100.0

全相殺方式 - 0 - - - - - 0.0

小計 7.2.17 5,869,400 - - - - - 100.0

ぶどう - 0 - - - - - 0.0

な
し

半相殺方式 7.2.17 570,400 - - - - - 100.0

全相殺方式 - 0 - - - - - 0.0

小計 7.2.17 570,400 - - - - - 100.0

合計 7.2.17 6,439,800 3,682,150 2,245,521 512,129 0 0 100.0

　りんご、なしの病害虫防除を目的として、267,505円を使用し、防除薬剤等を加入者に配布する損害防止事業を行った。
　また、果樹園地を対象に、１点の土壌診断（経費770円）を行った。

年
産

項目
組合員数 引受面積 標準収穫量 共済金額

交付金又は
納入保険料

（Ｂ）
徴収共済掛金 手持共済掛金

区分 （Ａ） (A)±(B)

令
和
７
年
産

り
ん
ご

半相殺方式 20 1,117.8 268,403

ぶどう 0 0.0 0

96,630,000 1,809,844 △ 206,781 1,603,063

全相殺方式 0 0.0 0 0 0 0 0

小計 20 1,117.8 268,403 96,630,000 1,809,844 △ 206,781 1,603,063

0 0 0 0

な
し

半相殺方式 11 393.5 98,599 35,510,000 1,024,623 △ 365,214 659,409

全相殺方式 0 0.0 0 0 0 0 0

小計 11 393.5 98,599 35,510,000 1,024,623 △ 365,214 659,409

合計 31 1,511.3 367,002 132,140,000 2,834,467 △ 571,995 2,262,472



（４）畑作物共済関係

（引受）

人 ａ ｋｇ 円 円 円 円

実

人 箱 ｋｇ 円 円

延

実

△：納入保険料
大豆 ・前年対比

・引受概況
蚕繭
○春蚕繭 ・前年対比
○初秋蚕繭 ・前年対比
○晩秋蚕繭 ・前年対比
○引受概況

引受組合員数：60.0％・引受面積：90.1％
令和６年産については、全相殺方式から収入保険移行１戸及び未継続１戸により減少した。

項目
組合員数

引受面積（大豆）
引受箱数（蚕繭）

引受収量 共済金額
交付金又は
納入保険料

（Ｂ）
徴収共済掛金 手持共済掛金

区分 （Ａ） (A)±(B)

大
豆

半相殺方式 3 1,665.4 18,243 1,536,003 1,672

全相殺方式 0 0.0 0 0 0

小計 3 1,665.4 18,243 1,536,003 1,672

蚕
繭

春蚕繭 36 135.34 3,393 8,721,360 12,108

初秋蚕繭 17 88.43 2,057 5,134,640 5,743

晩秋蚕繭 35 155.15 3,574 8,836,520 26,973

46,496

小計
88

378.92 9,024 22,692,520 44,824
38

28,560 75,056

引受組合員数97.3％・引受箱数83.7％
引受組合員数：100.0％・引受箱数96.5％
引受組合員数:92.1％・引受箱数:88.1％

合計 24,228,523

全蚕繭とも高齢化等により減少傾向にある。



（被害）

人 ｋｇ 円 ％

実

延

実

大豆 ・被害概況

蚕繭
○春蚕繭 ・被害概況
○初秋蚕繭 ・被害概況
○晩秋蚕繭 ・被害概況

項目
被害組合員数 共済減収量 共済金

共済金
共済金額

区分

大
豆

半相殺方式 - - - -

全相殺方式 - - - -

小計 0 0 0 0.0

蚕
繭

春蚕繭 3 26 81,270 0.9

初秋蚕繭 2 28 70,560 1.4

晩秋蚕繭 11 416 1,048,320 11.9

小計
16

470 1,200,150 5.3
16

合計 1,200,150 5.0

その他気象災害（生理病）及び生理病の被害が発生した。
その他気象災害（生理病）及び細菌病の被害が発生した。
膿病、生理病、細菌病及びその他気象災害（生理病）の被害が発生した。



（支払）

令和 年 月 日 円 円 円 円 円 円 ％

（損害防止）
○大豆

○蚕繭

病害虫防除を目的として、31,133円を使用し、防除薬剤等を加入者に対し配布する損害防止事業を行った。

養蚕経営の安定を目的に、病害防除に179,691円を使用して、損害防止事業を行った。

項目
支払月日 実支払共済金

共済金支払財源
実支払共済金

共済金保険金
手持掛金
充当額

法定積立金
充当額

特別積立金
充当額

その他
区分

大
豆

半相殺方式 - 0 - - - - - 0.0

全相殺方式 - 0 - - - - - 0.0

小計 - 0 - - - - - 0.0

蚕
繭

春蚕繭 6.9.5 81,270 - - - - - 100.0

初秋蚕繭 6.10.30 70,560 - - - - - 100.0

晩秋蚕繭 6.12.25 1,048,320 - - - - - 100.0

小計
6.9.5～

　6.12.25
1,200,150 - - - - - 100.0

合計
6.9.5～

　　 6.12.25
1,200,150 656,673 75,056 468,421 0 0 100.0



（５）園芸施設共済関係

（引受）

人 棟 ａ 千円 千円 円 円 円

Ⅰ類

Ⅰ類

△：納入保険料

・前年対比 　引受組合員数：101.5％・引受棟数：101.7％・引受面積：101.3％
・引受概況

項目
組合員数 引受棟数 設置面積 共済価額 共済金額

交付金又は
納入保険料

（Ｂ）
徴収共済掛金 手持共済掛金

施設区分 （Ａ） (A)±(B)

ガ ラ ス 0 0 0.0 0 0 0 0 0

〃 Ⅱ類 103 134 1,658.0 2,655,650 1,900,340 6,996,255 1,462,054 8,458,309

プ ラ ス チ ッ ク ハ ウ ス 1 1 1.0 154 62 154 128 282

〃 Ⅱ類 2,067 10,589 22,748.8 7,156,470 5,078,282 43,372,204 6,374,638 49,746,842

〃 Ⅲ類 427 540 6,473.0 3,922,761 2,935,950 20,506,474 2,068,487 22,574,961

〃 Ⅳ類甲 316 452 4,588.9 5,240,566 3,672,719 13,787,575 1,607,166 15,394,741

〃 Ⅳ類乙 195 252 2,728.0 3,795,999 2,794,918 7,725,499 3,628,166 11,353,665

〃 Ⅴ類 55 59 673.6 809,158 581,607 1,481,668 528,112 2,009,780

〃 Ⅵ類 261 4,467 10,739.7 2,514,406 1,603,233 7,914,372 5,598,980 13,513,352

〃 Ⅶ類 43 81 1,686.8 81,784 64,160 302,031 174,270 476,301

合計 3,468 16,575 51,297.8 26,176,948 18,631,271 102,086,232 21,442,001 123,528,233

※共済価額及び共済金額は四捨五入により合計値と一致しない。

　前年と比較して、クロスコンプライアンスや新規ご紹介キャンペーンなどにより組合員数・引受棟数・引受面積が増加した。



（被害）

人 棟 円 円 円 円 円 円 円 円 ％

Ⅰ類

Ⅰ類

・被害概況

（支払）

円 円 円 円 円 円 ％

（損害防止）

　前年と比較して、クロスコンプライアンスや新規ご紹介キャンペーンなどにより組合員数・引受棟数・引受面積が増加した。

項目 被害
損害の額

共済金
共済金

共済金額組合員数 棟数
特定

園芸施設
附帯施設

施設内
農作物

撤去費用
特定園芸施
設復旧費用

附帯施設
復旧費用

合計
施設区分

ガ ラ ス 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

〃 Ⅱ類 5 5 5,894,785 2,390,425 733,328 0 0 1,014,394 572,000 4,710,147 0.2

プ ラ ス チ ッ ク ハ ウ ス 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

〃 Ⅱ類 190 705 84,576,250 58,064,711 223,975 237,158 0 0 103,175 58,629,019 1.2

〃 Ⅲ類 42 50 19,090,343 10,598,056 580,958 2,311,751 0 0 0 13,490,765 0.5

〃 Ⅳ類甲 27 29 8,235,853 5,596,005 308,009 278,123 0 0 29,000 6,211,137 0.2

〃 Ⅳ類乙 14 27 15,012,755 7,872,150 1,096,332 1,343,177 0 39,435 615,086 10,966,180 0.4

〃 Ⅴ類 1 1 45,760 0 36,608 0 0 0 0 36,608 0.0

〃 Ⅵ類 6 24 2,368,358 1,349,670 252,104 0 0 0 0 1,601,774 0.1

〃 Ⅶ類 2 3 363,880 291,102 0 0 0 0 0 291,102 0.5

合計 287 844 135,587,984 86,162,119 3,231,314 4,170,209 0 1,053,829 1,319,261 95,936,732 0.5

　降ひょうにより中央及び東支所管内において被覆材・本体に被害が発生した。また、雪害により北支所管内において全損する被害が発生した。病虫
害では、主に東支所管内においてキュウリの黄化えそ病等が発生した。

実支払共済金
共済金支払財源

実支払共済金
共済金保険金

手持掛金
充当額

法定積立金
充当額

特別積立金
充当額

その他

95,936,732 10,215,075 85,721,657 0 0 0 100.0
※手持掛金充当額については、当年度の経過手持共済掛金及び前年度の未経過手持共済掛金から支出している。

　 損害の未然防止と発生した被害の拡大を防ぐため、4,258,161円の損害防止事業費で粘着補虫シートやビニール補修用テープ等の損害防止用品を加入者
に配布した。



（６）建物共済関係

（引受）
農家建物

棟 千円 円 円 円 円 円

・前年対比 　引受棟数：96.7％・共済金額：97.0％
・引受概況

（事故）
農家建物

棟 千円 円 円 円 ％

　総合共済は、自然災害が多発していることで火災共済から切り替える加入者や新規の加入者があり、共済金額で前年対比103.9％と増加する一方
で、火災共済は、同対比95.8％と減少している。

項目
引受棟数 共済金額

共済掛金 １棟当たり
平均共済金額

保険料 保険手数料
区分 純共済掛金 賦課金

総合共済 12,626 14,084,335 214,272,109 96,898,541 1,115,503 93,351,195 31,272,650

収容農産物Ａタイプ - - - - - - -

収容農産物Ｂタイプ - - - - - - -

火災共済 66,802 77,609,100 366,257,709 299,067,340 1,161,778 199,597,515 80,836,993

合計 79,428 91,693,435 580,529,818 395,965,881 1,154,422 292,948,710 112,109,643

項目
事故棟数

共済金額
（イ）

支払共済金（ロ）
保険金

被害率
（ロ）／（イ）区分 火災等 風水害等

- -

総合共済 253 3,221,500 47,575,296 24,298,264 21,622,590

5,377,200 242,787,604 - 72,836,139

2.2

収容農産物 - - - -

4.5

合計 619 8,598,700 290,362,900 24,298,264 94,458,729 3.7

火災共済 366



(原因別事故発生状況)
農家建物

棟 千円 円 円 ％

・被害概況 支払共済金は、前年対比で火災が86.7％、拡張担保が157.3％、自然災害が35.5％で、全体で89.4％と減少した。

事故原因別 事故棟数
共済金額

（イ）
支払共済金

（ロ）
保険金

被害率
（ロ）／（イ）

火
災

電気配線等の漏電 3 56,800 27,642,538 8,292,760

その他の原因による火災 2 20,200 12,438,517

48.7

たき火の火 1 3,200 357,744 107,323 11.2

3,731,554 61.6

ストーブ関係の火 1 2,500 3,000,000 900,000 120.0

その他 14 204,500 147,667,361 44,300,201 72.2

火災計 21 287,200 191,106,160 57,331,838 66.5

拡
張
担
保

落雷 310 4,733,100 60,700,385 18,209,987

盗難によるき損・汚損 91 1,162,900 7,852,589

1.3

物体の落下・飛来等 21 276,500 24,916,158 7,474,842 9.0

2,355,750 0.7

車両の飛び込み等 14 182,700 2,791,059 837,314 1.5

その他 28 443,100 2,996,549 898,958 0.7

拡張担保計 464 6,798,300 99,256,740 29,776,851 1.5

自然災害 134 1,513,200 24,298,264 7,350,040 1.6

94,458,729 3.7

収容農産物 - - - - -

合計 619 8,598,700 314,661,164



（７）農業経営収入保険

（引受・支払状況）

戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 円

（引受）
全国10万経営体目標対比
令和６年度目標対比

（支払関係）
春先の降霜、及び夏期の猛暑、降雹により果樹、野菜類等に被害が発生。
このほか、病気、けがでの収入減少が要因。

全国目標10万
経営体に対する
組合目標

令和６年度目標戸数
令和６年度加入戸数 令和６年度支払保険金（令和５年加入分）

個人 法人 計 加入戸数 支払戸数 支払額

78.6%
94.3%

2,400 2,000 444 1,137,454,0221,745 141 1,886 1,639


